
 先月末から時折大寒波が到来して、滋賀県内でも降雪があり、これからもしばらく厳しい寒さが続きます。

天気予報によると、今後は、雪が降るような極寒の日と小春日和の暖かい日とが入れ替わることもあるよう

で、このような気候の変化は、今の季節に起こりやすく、気温や気圧、湿度の変動が、自律神経を中心に身体

へマイナスの影響を及ぼし、体調維持が難しくなり、風邪やインフルエンザなどに感染し易くなります。歯科

の領域では、歯がしみる、歯の神経が痛い、歯ぐきが腫れる、噛みしめによる顎関節や周囲の筋肉が痛い等が

起こりやすいと考えています。年度末に向けて大変お忙しい時期ですが、皆様、お元気でお過ごしですか。 

 二月から三月にかけて、寒暖を繰り返しながら春が待ち遠しい時期に、「三寒四温」という言葉をよく使い

ますが、もともとは中国北東部や朝鮮半島などの冬の気候を表す言葉だそうで、シベリア高気圧の勢力が七日

周期で強まったり弱まったりするために、三日寒い日が続いた後、四日温かい日が続くという、はっきりした

周期を表現する言葉だったようです。日本では、俳句の「冬」の季語とされ、現代では「春が近づいてきた合

図」として使われるようになりました。春の暖かい陽ざしを思い出しなら、春到来が待ち遠しいこの頃です。 

今月６日から（22日までの 17 日間にわたり）、いよいよミラノ・コルティナ（第 25 回）冬季オリンピッ

クが開催されますね。イタリアでの冬季五輪開催は３回目で、４つのエリアに分かれた会場で、８競技 116

種目が行われます。スケートやスキー競技はもちろんですが、新種目で加わった「スキーモ：SKIMO」に注

目が集まっているそうです。元々はアルプスの山岳警備隊員のトレーニングとされ、山岳エリアに作られたコ

ースを登って滑り降りる速さを競う競技で、雪山斜面をスキー板をはいたまま登り、斜度が急な箇所ではスキ

ー板を脱いでザックにくくりつけて登り、下りはスキー板をはいて滑って、トータルタイムを競います。今回

のオリンピックでは、短距離決戦のスプリント（標高差 80ｍほどの斜面を登って滑り降り、時間にして３～

５分の競技）と、男女 1名ずつによる混合リレーが行われます。斜面を登る際には、スキー板の裏に「前へ滑

り、後ろへは滑らないシールという名称の装備を装着し、下りの際は外します。また、登る時はブーツのかか

とを板に固定しないので登りやすく、下りはかかとを固定して滑り降ります。「スキーモ」の板の方がクロス

カントリーより幅広ですが、速さを競うため板も靴も道具は極限まで軽く作られているそうです。日本の競技

人口は約 200人だそうで、これからブームが来るかもしれないですね。（一度、斜面を登ってみたいです） 
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